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まえがき 

 

滋賀県は、水害被害額が 47 都道府県中 47位であり、水害の少ない県です。水害が少ないため

か、県政モニターアンケート結果からも、洪水被害を受けると思う割合は低く、滋賀県民の災害

に備える意識が低いことが見受けられます。また、図 3 に示す地域防災力に関するアンケート

結果より、水防訓練を実施していない自治会が多いという現状があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3  地域防災力に関するアンケート調査結果 
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３．高い建物や避難場所に住民が避難する訓練 

４．住民による土のう作り
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６．ボートを使って人や物資などを搬送する訓練

７．避難所での避難生活を想定した訓練

８．炊き出し訓練 

９．応急救護訓練　

10．身体の弱い人やお年寄り（災害時要援護者）を介護する訓練

11．水害を想定した机上訓練や図上演習

12．その他

13．水防訓練は実施していない

出典）地域防災力に関するアンケート(H20.2)回答結果 回答自治会数：2,465
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アンケート調査結果（平成１９年12月 県政モニター３００名対象）

～あなたは今後１０年以内に洪水被害を受けると思いますか？～

図 2  県政モニターアンケート調査結果 
(平成 19年 12月) 

図 1  平成 10年～平成 19年までの水害被
害額（平成１２年価格） 



 

各市町では洪水ハザードマップを配布する際などに、自治会に出向いて説明する場を設定する

など出前講座を企画している市町もありますが、自治会からの申し込みはあまり多くなく実施事

例が少ない状況です。また、これまで具体的な氾濫状況がわからず、地域の実情に応じた説明が

難しかったことなどから、県・市町職員も積極的に出向いて行こうとする体制ではありませんで

した。 

しかし、東近江圏域は天井川も多く、氾濫した際には深く浸水する地域も多いため(図 4)、東

近江圏域における「水害に強い地域づくり協議会」では、住民の水害に備える意識を早急に高め

る必要があるという認識で一致しました。 

以上の経緯より、洪水・土砂災害ハザードマップ等により地域住民に潜在的な災害リスクを伝

え、災害に備える意識を高めてもらうために、出前講座などを有効に活用し意識を高める活動を

広げていく必要があり、県・市町の担当者１人１人が、地域の状況に対応した適切な内容をわか

りやすく説明できるよう、出前講座マニュアルを作成することになりました。 

マニュアルの作成にあたっては、国や県が作成した資料を基に出前講座を実施し、その事例か

ら考えられる留意点をまとめるなど、できるだけ具体的な内容を記述することに留意しました。

今後出前講座などを重ねることにより明らかになる新たな留意点等について順次追加すること

により、担当者各自が有効に活用することができるマニュアルに更新されていくことが期待され

ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4  東近江圏域全体図(100年確率最大浸水深図) 
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1. 出前講座の位置付けと目的 
 

地域の防災教育において自助・共助の意識を高め、地域防災力の向上を目指す必要があります。

近年、防災教育における手法として、行政と住民とが双方向で実施する取り組みである、図 5

に示す段階に沿ったリスクコミュニケーション手法が重要視されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 リスクコミュニケーションの段階 

上図に示すリスクコミュニケーションの各段階において、実施する取組の概要を整理すると表 

1 のようになります。 

表 1 実施項目と概要 

実施項目 概要 

出前講座 地域に潜む災害リスクを教えるなどして、地域の実情に応じた内容を

地域住民に伝え、災害リスクの認識、防災意識を芽生えさせる。また、

災害リスクへの具体的な対策事例を示すことで、今後取り組んでいく

べき内容を認識していただく。 

R-DIG 地域に潜む災害リスクを、R-DIG(図上訓練)により、地域住民自ら気付

いていただく。同時に、出前講座で紹介した災害リスクをさらに理解

していただき、解決策を住民自ら考えていただく。 

※R-DIG(災害図上訓練)とは、1/2500 程度の地図を使って避難所の位

置や避難経路、危険箇所等の災害リスクを確認していくことです。 

避難訓練 R-DIG で気付き、理解し、解決(検討)した内容を実際の行動に移すた

めの避難訓練となる。実際の行動に移してみて、初めて気付く地域に

潜む災害リスクも考えられる。 

 

出前講座は、リスクコミュニケーションによる地域防災力の向上を目指すためのきっかけとな

る位置付けであり、地域住民に防災意識を芽生えさせ、今後の防災活動へ意識を持続させるよう

な内容が期待されます。
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2. 出前講座の準備 
 

2.1 出前講座対象地区の選定 
全自治会を対象に出前講座を実施することとして広報することは必要ですが、水害や土砂災害

については地域特性があり、リスクの大きい自治会から優先的に出前講座の開催を働きかけてい

くことも重要となります。優先すべき自治会としては、潜在的リスクが大きい自治会や、地域防

災力が弱い自治会であり、選定にあたっては、はん濫シミュレーション結果(図 4)や地域防災力

アンケート(図 3)を活用します。 

 

2.2 資料作成 
2.2.1 情報の収集 
住民にとって水害や土砂災害は頻繁に経験するものではなく、認識が低いものとして基本的な

事項からわかりやすく説明する必要があります。近年の被災事例や県の対策等、具体的な資料や

映像等で説明するために利用できる情報を収集します。なお、河川や砂防施設の整備状況等につ

いては、土木事務所の河川砂防課に問い合わせて収集します。 

①洪水や土砂災害等をイメージするものとしての映像情報 

 （例） 水害発生その時～命を守る日頃の備え～ 

     （2006 年に発生した新潟豪雨を事例として映像化） 

        VHS：河港協会 DVD：流域治水政策室で所有 

②水害・土砂災害に関する情報 

（例）国土交通省、総務省消防庁、気象庁、被災した都道府県や市区町村、 

滋賀県（土木事務所河川砂防課、河港課、砂防課、流域治水政策室、防災危機管理局）、

研究機関（群馬大学大学院災害社会工学研究室、防災科学技術研究所）などの HP 
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2.2.2 資料作成の考え方 
【水害編】 

竜王町西横関と近江八幡市小田町で実施した出前講座を例に、資料作成のポイントや留意事項、

情報入手方法等を記載します。 

 

資料のポイント等 西横関 小田町 

地域の状況を反映させた

表紙で興味を引き付ける。 

（公民館の写真、地域の航

空写真を使用） 

 

近年の水害の特徴を伝

え、現状の水害を認識して

いただく。 

 

県政モニターアンケート

や地域防災力アンケートの

結果を示し、水害対策の必

要性を認識していただく。 

  

出前講座の内容・ポイン

トをわかりやすくするため

に、3項目程度で示す。 
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資料のポイント等 西横関 小田町 

 過去に被災経験のある

自治会については、被災写

真等を使用して当時の状

況を説明（写真は県の HP

より入手可能） 

 

伊勢湾台風時の状況について、地

域の水害体験者の方にお話いた

だいた。 

 浸水シミュレーション

を示し、現状で想定される

浸水リスクを説明する。 

 浸水シミュレーション

結果では、平面図と立体映

像による洪水時の時系列

変化を説明する。 

 

当該地域の地域防災力結

果を説明する。 

 

R-DIG(災害図上訓練)を紹

介する。 
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資料のポイント等 西横関 小田町 

他地域の対策事例を用い

て、対策について、説明す

る。水防活動や自主避難ル

ールづくり等の活動を紹

介する。 

 

出前講座の最後にまとめ

やおさらいをするスライ

ドを設けて、もう一度出前

講座のポイントや内容を

思い出していただく。 
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【土砂災害編】 

日野町上駒月で実施した土砂災害の出前講座の事例を元に、資料作成のポイントや留意事項、

情報入手方法等を記載します。 

 

資料のポイント等 上駒月 

近年の集中豪雨の発生回数と土砂

災害発生件数の特徴を伝え、滋賀

県においても、発災する可能性が

高まっていることを認識していた

だく。 

土砂災害と水害の比較から土砂災

害の危険性を認識していただく。 

土砂災害の種類について紹介し、

土砂災害を認識していただく。 

出前講座を実施する地域特性を考

慮し、次ページから、詳細な土砂

災害の事例を紹介する。 
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資料のポイント等 上駒月 

出前講座を実施する地域特

性を考慮し、ビデオ等を活

用して詳細な土砂災害の事

例を紹介する。 

土砂災害の概要を説明し、

ハード対策およびソフト対

策による減災の重要性を伝

える。 

土砂災害対策の目的を説明

する。ソフト対策の必要性

がわかるような流れで説明

する。 
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資料のポイント等 上駒月 

がけ崩れ対策、土石流対策、

地すべり対策に関するハー

ド対策の状況を紹介する。 

 

出前講座対象地区の土砂災

害に関する現状を示し、住

民の意識を高める。(実際に

市町の地域防災計画で定め

る避難所なども地図上に示

すと、よりわかりやすい。) 

 

ハザードマップ作成例や土

砂災害警戒情報、さらに土

砂災害の前兆現象等を説明

し、避難体制の構築や避難

行動への意識を高める。 
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資料のポイント等 上駒月 

ハザードマップ作成例や

土砂災害警戒情報、さらに

土砂災害の前兆現象等を

説明し、避難体制の構築や

避難行動への意識を高め

る。 
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【参考資料】近江八幡市立馬淵小学校における出前講座 

近江八幡市立馬淵小学校において、小学生の総合学習の時間を使って、出前講座を実施しまし

た。資料などにはふりがなやイラストを用いることで、小学生に興味を持ってもらう必要があり

ます。また、最初から防災の話をするわけではなく、下図のフローにより、まずは川に興味を持

ってもらい、徐々に防災へ興味を移していく内容が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 小学生向け出前講座の流れ 

（１）自然観察

（２）川と地域の関わり

（６）全出前講座のおさらい

（３）地域の危険箇所調査

（４）R-DIG・子どもハザードマップの作成

（５）水害体験者の話

・水辺の植物の背丈が川の深さになること、
タモ網を使った魚の取り方について説明した。
・川に入り、生物調査を実施した。
・捕まえた生物はクリアケースで観察し、種類
を確認した。
・「自然観察の手引き」を参考した

・白鳥川、日野川で実施されてきた改修事業、
掘込河川や天井川の水利用面での役割など
を勉強した。
・小学校周辺で過去に起こった水害について、
今昔写真を用いて説明した。

・通学路上で洪水発生時に危険が想定
される箇所を現地を歩いて確認した。
・下記の危険となる箇所を地図に記録し、
周辺の写真を撮影した。
柵のない水路
マンホール
他より低くなっているところ

・主要な道路・河川を白地図に記入した。
・危険箇所調査結果を記入した。
・通学路を記入した。
・危険と感じる箇所について意見を記入した。
・以上の作業より、子どもハザードマップを
作成した。
・作成したマップは、グループごとに発表し、
各グループで確認した内容を共有した。

・水害体験者による伊勢湾台風等の体験談、
水害に備える知恵について、講話を行った。
・子どもハザードマップを配布し、家族等に
出前講座を通じて学んだことを伝えるように
伝えた。
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【参考資料】子どもハザードマップ作成方法(準備資料) 

子どもハザードマップ作成方法として、準備品、作成の流れ、進行用資料を記載します。 

(1)準備品 

 ①白地図（A0） 

 ②マーカー(8 色) 

 ③タックタイトル 

 ④大型付箋 

 ⑤セロハンテープ 

 ⑥ティッシュペーパー 

 ⑦現地調査時に撮影した危険箇所の写真 

 ⑧進行用資料一式 

 

(2)作成の流れ 

 ①ベースマップ作成 

  下記について、白地図に記入していきます。 

・ 川、池、沼 

・ 堤防 

・ 水田 

・ 道路 

・ 鉄道 

・ 橋 

・ 避難所 

 ②子どもハザードマップ作成 

  ハザードマップの情報として下記について、白地図に記入していきます。 

・ いざとなったら逃げ込める、３階以上の建物 

・ 水路 

・ 大雨のとき水が溜まりやすい場所 

・ 大雨のとき蓋が外れる恐れのあるマンホール 

・ 避難するときに障害物になるものがある場所 

・ 大雨で土砂崩れの危険性がある場所 

・ 通学路、通勤路として通る道 

 ③大雨時に避難する際に注意することについて 

危険箇所現地調査で撮影した危険箇所の写真を貼り、大雨の際に、避難所まで避難する

とき、気をつけることについて付箋に記入し、地図に貼り付けます。 

 ④作成した地図の発表 

各グループで作成した地図を発表し、情報を共有します。 
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(3)進行用資料一式 

子どもハザードマップ作成に向けた R-DIG を実施する際の、進行用資料を以下に記載します。 
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(4)子どもハザードマップの整理 

 R-DIG で白地図へ記載した内容、現地調査写真を整理して、図 7 に示すような子どもハザー

ドマップを A3 サイズで作成します。作成した子どもハザードマップは小学生に配布し、家族に

説明することで、R-DIG の復習や家族との防災情報を共有でき、防災意識の高揚へ繋がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 子どもハザードマップ(例) 
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3. 実施時の留意点 
 

実施時の留意点として、出前講座の対象者別に、以下に関して把握しておく必要があります。 

 

・ 場所 

・ 時間 

・ 実施形態 

・ 流れ 

・ 人数 

 

できるだけ多くの住民の方に参加していただくために、身近な場所や適切な時間(防災訓練な

ど地域の行事後や主婦や高齢者は昼間、勤務されている方を対象とする場合は夜など、小学生に

対しては総合学習の時間)を検討する必要があります。 

また、出前講座を受ける方々が強制的や義務と感じさせないための工夫が必要となります。ま

た、参加者に災害体験者を加え、災害体験を話していただくことで、被災時の具体的なイメージ

ができます。 

さらに、出前講座の対象に応じて、人数が異なるため、対象人数を予め把握しておく必要があ

ります。 

 



 

1
5

 

表 2 出前講座実施時の留意点 

対象者 場所 時間 実施形態 流れ 人数 備考 

小学生 

中学生 

高校生 

学校 日中(授業中) 総合学習などの時間 

数回に分けて実施 

川について知る(生物

など) 

↓ 

防災について考える 

30～40 人 １クラス単位 

防災訓練参加者である

ため、ある程度の人数

が予想される。 

住民 公民館 

自治会館 

集会所 

防災訓練などの行事後の時間

帯(人が集まる時間帯) 

防災訓練後は日中 

(主婦・高齢者向けは昼間、勤

務者向けは夜など) 

防災訓練後 

土曜の夜など 

防災訓練→出前講座 

出前講座単体 

50～200 人 

20～200 人 

出前講座のためだけ

に、参加するため、最

低人数が防災訓練時よ

りも少なくなる可能性

がある。 
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4. 実施後のフォローアップ 
 

出前講座を実施して終わりではなく、出前講座をきっかけとして地域防災力を向上させるため

の具体的な検討や行動が始まることが重要であり、R-DIG や避難訓練等につなげていくことが必

要です。つまり、出前講座を実施して、地域への働きかけは終わりではなく、その後のフォロー

アップが重要です。本マニュアルの 1章で示したリスクコミュニケーションの段階において、図 8

のように出前講座のフォローアップとして、地域の避難計画を住民自ら考えるなどの実際の行動

に移していく支援を行政として実施していくことで、地域防災力の向上を図ることが重要です。

そのためには、出前講座の効果を把握して今後の取組へ生かしていくこと、また、他地域におい

てより良い出前講座を実施するために、実施済みの出前講座から把握できた留意事項を整理して

おく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 リスクコミュニケーションの段階（出前講座実施後） 

 

 

4.1 効果の把握 
出前講座を実施することで、住民の防災意識を向上させることができたかという効果を把握す

る必要があります。西横関、小田町、上駒月において実施済みの出前講座では、出前講座の前後

でアンケート調査を実施しました。このアンケートより、出前講座を実施することで防災意識が

向上する効果が確認できました。また、自由記述項目を設けることで、課題の具体的な内容を把

握することができます。 
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図 9 今後 10年間で災害に遭うと思うか 出前講座前後での実施結果(竜王町西横関) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 今後 10年間で災害に遭うと思うか 出前講座前後での実施結果(近江八幡市小田町) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 今後 10年間で災害に遭うと思うか 出前講座前後での実施結果(日野町上駒月) 

 

 

 
１．住んでいる地域が今後10年以内に水害(土砂災害)に遭うと思いますか。

(事前調査)

あまり思わない
19%

そう思う
22%

どちらでもない
3%

少しそう思う
56%

１．住んでいる地域が今後10年以内に水害(土砂災害)に遭うと思いますか。

(事後調査)

そう思う
37%

少しそう思う
39%

どちらでもない
6%

あまり思わない
14%

思わない
4%

 １．住んでいる地域が今後10年以内に水害(土砂災害)に遭うと思いますか。
(事前調査)

少しそう思う
35%

どちらでもない
11%

あまり思わない
26%

思わない
17%

そう思う
11%

１．住んでいる地域が今後10年以内に水害(土砂災害)に遭うと思いますか。

(事後調査)

そう思う
19%

少しそう思う
33%

どちらでもない
13%

あまり思わない
16%

思わない
19%

 １．住んでいる地域が今後10年以内に水害(土砂災害)に遭うと思いますか。
(事前調査)

少しそう思う
33%

どちらでもない
17%

あまり思わない
30%

思わない
10%

そう思う
10%

１．住んでいる地域が今後10年以内に水害(土砂災害)に遭うと思いますか。
(事後調査)

そう思う
13%

少しそう思う
48%

どちらでもない
23%

あまり思わない
13%

思わない
3%
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図 12 行政のみに災害対策には限界があると思うか 出前講座前後での実施結果(竜王町西横関) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 行政のみに災害対策には限界があると思うか 出前講座前後での実施結果(近江八幡市小

田町) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 行政のみに災害対策には限界があると思うか 出前講座前後での実施結果(日野町上駒月) 

 
５．行政のみで水害(土砂災害)対策を実施するのは限界があると思いますか。

(事前調査)

あまり思わない
6%

思わない
3%

どちらでもない
11%

少しそう思う
28%

そう思う
52%

５．行政のみで水害(土砂災害)対策を実施するのは限界があると思いますか。
(事後調査)

思わない
4%

少しそう思う
14%

そう思う
82%

 ５．行政のみで水害(土砂災害)対策を実施するのは限界があると思いますか。

(事後調査)

思わない
10%

そう思う
46%

あまり思わない
3%

どちらでもない
7%

少しそう思う
34%

５．行政のみで水害(土砂災害)対策を実施するのは限界があると思いますか。

(事前調査)

あまり思わない
3%

思わない
18%

どちらでもない
9%

少しそう思う
24%

そう思う
46%

 ５．行政のみで水害(土砂災害)対策を実施するのは限界があると思いますか。
(事前調査)

思わない
3%

あまり思わない
10%

どちらでもない
7%

少しそう思う
43%

そう思う
37%

５．行政のみで水害(土砂災害)対策を実施するのは限界があると思いますか。
(事後調査)

そう思う
33%

どちらでもない
13%

少しそう思う
54%
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表 3 出前講座全体を通しての意見・感想(自由記述)(竜王町西横関) 

今日の出前講座を通じて、ご意見やご感想をお書きください。
これからもよろしくお願いします
自分の知らなかった事がよくわかりためになり良い知識が得られました。ありが
とうございました。
早朝よりご苦労様でございました。皆で知恵を出し合い、力を出し合いつつ、より
良い生活が出来たら良いかと思います。
おいそがしい所を来ていただきありがとうございました。これから参考にさせてい
ただきます。
とてもわかりやすくよかったと思います
地域での共助の部分の、はやい対応の必要性を強く感じました。人ごとではない
ということを痛感しました。
よく判りました。ありがとうございました。
とてもよかった
ありがとうございました。又、聞きたいと思います。
休みというのに熱心に説明いただきましてありがとうございました。人ごとのよう
に思っていました水害災害への意識が高まりました。善光寺川流域に住んでい
るので心配です。
とても良かった。県の方達も一生懸命頑張ってお勉強していらっしゃる事がわか
りました。今後ともいろいろ教えて下さい。ありがとうございました。
地元地域（西横関）の現状や身近な話で、良く理解でき、特に身近に感じて良
かった。
回数を多くする事
参加してよかった。
一回／年は継続的に実施してほしい。
面積図地域が入っており分かりやすかった
参加できてよかった
ありがとうございました
防災に対する関心が高まった。
地域の現場を見た中での水害のあり方の説明であったので、身近に感じながら
聞くことができた。  

 

表 4 出前講座全体を通しての意見・感想(自由記述)(近江八幡市小田町) 

今日の出前講座を通じて、ご意見やご感想をお書きください。
非常に良いことであり、またお願いしたい。
今故の水害等について少しわかった。だが自然の力、計算以上の圧力がある
と思われる。我々ももっと普段から勉強しておかなければならない。
日野川水害マップの代表的な水害の記録にまちがいがある。
大変よかった
質疑応答の際まとまらないのできちんと一問一答にして頂きたいと思います。
質問内容と質問回答を画面にすぐ挙げていくようにすると良いと思います。各
地域で良い質問等もあると思いますのでその紹介もあればと思います。パ
ワーポイント資料も配布して下されば後戻り質問もないのでは…？
単純明快に
非常に良かった。もっと多くの市民にこの様な機会を作りたい。
若い世代への説明が必要
気候変動が予想できない時代に入り、ハードで守るには限界があり、地域（ソ
フト）の対応の重要性を学んだ。しかし後半の持論は少しピントがずれた。
今日のスライドの説明を聞き、もっとしっかり勉強したい。このような機会を毎
年やってほしい
マイクがないので質問応答も聞きとれない  
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表 5 出前講座全体を通しての意見・感想(自由記述)(日野町上駒月) 

今日の出前講座全体を通じて、ご意見やご感想をお書きください。
今後も学んでいきたいと思います。
災害は忘れた頃にとはよくいったもので、日頃の訓練を何年かに一度してお
かないといけないと思った。
前回の講座の時よりは具体的なデーターに基づいての説明だったので、大変
わかりやすくて、よかったです。
家の裏が指定されているので参加してよかったと思う。
たいへんよくわかりました
時間も内容もよくわかりちょうど良く、わかりやすかった。
理解しやすかった  

 

 

4.2 出前講座を通じて明らかになった留意点 
 

4.2.1 竜王町西横関での実施例に基づいた留意点 
西横関では防災訓練(避難訓練)後に出前講座を実施したため、住民が防災・避難に対して意識

を持った状態で出前講座を行うことができました。そのため、訓練の際にどのように避難したか、

注意した点など避難訓練の内容も含め、出前講座を実施し、実際にイメージしやすい内容とする

ことで、出前講座の効果を向上させることが望まれます。 

 

4.2.2 近江八幡市小田町での実施例に基づいた留意点 
小田町では、住民の方に土曜日の夜に集会所に集まっていただき、出前講座を実施しました。

西横関の事例とは違い、集まっていきなり出前講座が始まるので、導入部分で防災に関して興味

を持っていただき、意識をしていただく必要があります。例えば、洪水が自分が住む地区、家で

発生した場合、不安なことなどを考えていただきます。出前講座前のアンケート項目に入れてお

き、意識していただくことも一つの手段だと考えられます。また、スライドの中身についても、

興味を持っていただくには、全国や滋賀県など広い範囲の課題ではなく、出前講座実施地区にお

ける課題に重点を置く必要があります。 

 

4.2.3 日野町上駒月での実施例に基づいた留意点 
上駒月では出前講座を以前に実施しているため、他地区と比べて防災意識が高いと考えられま

す。アンケートの自由記述においても具体的に知りたいなどの内容が多い結果となりました。そ

のため、出前講座などにより、防災意識がある程度備わっている地区に対しては、具体的な内容

を詰めていく内容、例えば R-DIG などを同時に実施していく必要があります。 
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4.3 災害図上訓練の開催 
災害図上訓練(以下、DIG)を実施する上で、必要となる準備物、流れについて記載しました。 

 

4.3.1 準備物 
(1)白地図 

(2)透明シート 

(3)布テープ 

(4)油性ペン 

(5)布テープ 

(6)ティッシュペーパー 

(7)付箋紙(大サイズ) 

(8)想定シナリオ 

 

4.3.2 DIGの流れ 
以下の流れにより、DIG を実施します。 

 

(1)DIG の説明 

(2)アイスブレーキング 

(3)プレイヤーの立場と想定被害(シナリオ)の説明 

(4)災害図上訓練 

 

各流れにおける詳細について、以下に示します。 

 

(1)DIG の説明 

DIG の趣旨や内容について説明します。 

 

(2)アイスブレーキング 

「想定シナリオと DIG の最終目的」、「プレイヤーの自己紹介」、「リーダーの選出」、「各

種情報の地図記入」を行います。各種情報の地図記入では、河川や道路などの基本となる情

報を地図に記入していきます。 

 

(3)プレイヤーの立場と想定被害(シナリオ)の説明 

災害図上訓練を実際に行う際の、各人の立場と想定される被害(シナリオ)を事前に対象者に

説明します。 

 

(4)災害図上訓練 

①シナリオの進行に伴う対応・行動の地図への書き込み 

アイスブレーキングの際に記入した基本情報を元に、想定シナリオを元に災害発生時に各

自が取る行動や問題点を地図に記入していきます。 
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②ブレインストーミング 

以上の内容を実施した後は、DIG 参加者が自ら考え、身近に潜む危険性や災害をイメージ

しやすくなります。その状態で、各グループ内で意見を出し合い、自分たちで守るという

自助・共助意識を高めていただくことが重要です。 

 

③成果の発表 

グループのリーダーは、各グループで完成させた DIG 結果を他グループに向けて発表しま

す。他グループと情報を共有することで、災害時の対応に他の意識などを共有することが

でき、さらなる防災意識の向上が期待されます。 
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4.4 湖北圏域虎姫町の事例紹介 
出前講座実施後の取り組みにつなげた事例としては、馬淵小学校での取り組みや虎姫町で実施

した R-DIG等があります。馬淵小学校の事例に関しては紹介したので、ここでは、課題を抽出(気

付き、理解)し、行動し、また新たな課題を抽出するといった、防災教育(リスクコミュニケーシ

ョン)の継続を実施している事例として、湖北圏域虎姫町の事例の取りまとめ内容を紹介します。

虎姫町の取り組みのように、課題の抽出と対応策の実施を繰り返しいき、防災教育を継続させ、

地域防災力の向上を図ることが重要となります。 

虎姫町の水害図上訓練では、水害図上訓練時の課題に対する答え、新たな課題を抽出すること

ができました。また、「水害図上訓練後にどう実践していくかが大切である」という意見が出て

おり、さらに次への防災活動へつなげようとする防災意識の向上といった効果が確認できます。 
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